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はじめに 

Mn を添加したスピネル結晶が CuKαＸ線の照

射で強い緑色の蛍光を発することを利用して X

線検出器を試作したことをこれまでに報告した。

今回は、Mn 添加スピネル結晶と、Si フォトダイ

オードを組み合わせた X 線検出器を用いて、CuK

αＸ線を照射した際の検出特性を評価した。 

実験 

FZ 法を用いて Mn を 1～5 mol%添加した

Mn:MgAl2O4の結晶を育成した。育成した結晶を切

断し、両面を研磨した円板状試料を作製した。作

製した試料を Si フォトダイオード(PD)に接着し

て、図１のような X 線検出器を試作した。この検

出器を用いて CuKαX線で励起した際の発光強度を

PD 出力として測定した。X 線源は、Cu 管球を使用

し、X 線強度は管球電流を変えることで調節した。 

結果 

Mn 添加スピネルを用いた X 線検出器の PD 出力

（時間応答特性）を図 2 に示した。PD 出力は、Ｘ

線強度とともに直線的に増加していた。Ｘ線強度

が強い場合には、残光によると思われる減衰が観

察された。また、Mn 添加量によって、励起Ｘ線停

止後の PD出力の減衰特性が変化することがわかっ

た。この原因は、Ｘ線励起発光の残光特性が Mn 添

加濃度によって変化するためと思われる。 
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図１、Mn 添加スピネル結晶を Si-PD に取り付け

た X 線検出器。 
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図２、試作した X 線検出器による CuKα測定例、

結晶作成条件によっては、励起Ｘ線の停止後に

残光を示す試料が見られた。 
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